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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

ナガホノナツノハナワラビ 
山地の林床に比較的希に生じ，暖地では分布が特に限定される。本県

の生育地では個体数はごくわずかで，森林伐採や林道工事などにより

絶滅の危険性が極めて高い。 

 

英彦山･犬ヶ岳山地 

 

 

北海道,本州,四国,九州(福岡･佐賀･熊本･大分) 

朝鮮半島,中国 

 

山地のやや暗い林内や林縁。 

 

 

過去に県内で採集された標本はあったが，1999年に生育が再確認さ

れた。 

ハナヤスリ科 
Ophioglossaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IA 
掲載なし 

Botrychium strictum  Underw.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

リュウビンタイ 
亜熱帯性の大型常緑シダ植物で，本県では県南部の照葉樹林内に生育

し，個体数はごくわずかである。森林伐採や林道工事などにより絶滅

の危険性が極めて高い。 

 

豊後水道域 

 

 

本州(伊豆諸島･伊豆半島･東海地方･紀伊半島南部),四国(徳島･高知),

九州(長崎･熊本･大分･宮崎･鹿児島),沖縄 

台湾 

 

沿海の無霜地帯の常緑林内多湿地。 

 

 

1998年に初めて生育地を確認した。生育範囲はごく狭く，数個体が

自生しているだけである。 

リュウビンタイ科 
Marattiaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IA 
掲載なし 

Angiopteris lygodiifolia Rosenst.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ヤシャゼンマイ 
 

 

 
 

(大分川･大野川丘陵地) 

 
 

北海道南部,本州,四国,九州(大分･宮崎) 

 　　　　　 
 

　 

 
 

本県では1955年に湯布院町湯平で採集された標本はあるが，その生

育地は把握されていない。 
 

国定公園指定植物［耶馬日田英彦山,祖母傾］ 

ゼンマイ科 
Osmundaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Osmunda lancea Thunb.




